
9/15 
.発行平塚市・編集 企画部広報広聴課

干254.8686神奈川県平縁市浅間町9蓄1号
電話 23-1111・35-1111 FAX 23-9467 
http;グwww.city.hiratsuka.kanagawa.jp/

・発行部滋 103，000部(毎月 1日・15日発行)

広 報
主な内 容

.2面一・まだまだ囲碁まつり

.3面…総合計画にご意見を

.4面 .5面一介護保険「本格」

スター卜

木
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。
こ
の
人
を
抜
き
に
し

て
、
戦
前
戦
後
の
閉
碁
の
世
界
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
a

戦
前
か
ら
三
十
六
年
間
、
市
内
桃
浜
町
に
住
ん
で
い
た
木
谷
九

段
は
、
少
年
の
こ
ろ
、
大
人
の
棋
士
を
次
々
と
打
ち
破
り
、

「怪
童

丸
」
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
棋
力
に
優
れ
た
人
で
し
た
。

木
谷
九
段
は
、

「
旧
師
に
対
し
て
は
札
を
尽
く
す
」と
い
う
師
へ

の
恩
返
し
の
心
か
ら
、
後
進
の
義
成
に
努
め
、
闘
碁
の
世
界
に
優

秀
な
人
材
を
限
り
な
く
送
り
続
け
よ
う
と
、
囲
碁
好
き
の
才
能
豊

か
な
子
ど
も
た
ち
を
自
宅
に
招
い
た
り
、
弟
子
に
な
り
た
い
と
い

う
子
ど
も
た
ち
を
内
弟
子
に
し
た
り
し
て
、
プ
ロ
棋
士
の
餐
成
を

図
り
ま
し
た
。
昭
和
八
年
に
枇
初
の
内
弟
チ
を
と
っ
て
以
来
、

北

海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
指
導
碁
の
旅
に
出
か
け
て
は
、
巡
り
会
っ

た
J
能
堂
か
な
子
ど
も
た
ち
を
平
塚
の
向
宅
へ
送
り
届
け
る
こ
と

を
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
囲
碁
を
学
ぶ
数
多
く
の
若
者
が
集
、っ

木
谷
家
を
、
人
々
は
、
い
つ
し
か
「
木
谷
道
場
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

木
谷
九
段
の
指
導
を
受
け
た
人
た
ち
の
中
に
は
、
越
治
勲
名
人
、

小
林
光

一
十
段

・
天
元
、
大
竹
英
雄
九
段
、
石
田
芳
夫
九
段
、

加

藤
正
夫
九
段
、
武
宮
正
樹
九
段
な
ど
、
現
在
の
囲
碁
の
世
界
を
築

き
上
げ
て
い
る
多
く
の
プ
ロ
棋
士
が
い
ま
す
。
水
谷

一
門
の
数
は
、

孫
弟
子
を
加
え
て
八
十
三
人
。
段
の
数
を
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
数

は
五
百
段
を
超
え
ま
す
。

こ
う
し
た
、
木
谷
九
段
の
功
績
を
た
た
え
る
「湘
南
ひ
ら
つ
か
囲

碁
ま
つ
り
」を
十

一
月
終
わ
り
ま
で
倒
催
し
ま
す
。
魅
力
あ
ふ
れ
る

囲
碁
の
世
界
を
ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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神戸市生まれ。昭和12年夏、

美春夫人とともに、「木谷道

のプロ棋士を育て続けた。

E5直音霊前ヨE骨桶語~・I・I・EiiE7立・p面司掴国民言語画面直

rsoo面打大会パールロードr
国 ~J ブ口棋士が集う

大会」と明記のうえ、住所、氏名、年齢、

電話番号、段級位または囲碁歴を記

入し、文化財団へ

※当日の飛び入り参加(100人-抽選〉

もできます。午後O時20分 ま でに、受

け付1:1"(長崎屋前)1こお越しください

.プ口棋士と囲碁ファンの交流会

1>日 時 10月8日(日)午後5時30分~

7時30分

1>会場 スポーツプラザ神奈中

1>参加費 6，000円(棋士扇子付き〉

1>定員 150人(先着順)

圏往復はがきに「懇親会参加」と明

記のうえ、住所、氏名、年齢、電話番号

を記入し、文化財団へ

すうりと並13¥500の基盤。木谷門下

生や日本棋院所属のブ口棋士が、み

なさんの挑戦をお待ちしています。

当日は、 1500面打大会」のほかにも

全国初の七路盤大会、囲碁教室(小)11

誠子六段)、サイン会、豚汁花巻り

んごプレゼント(先着500人)、 500円 セ

ールなどを開催します。

1>日 時 10月8日(日)午後l時(太鼓演

奏)-4時30分(ジャスラ演奏)

1>会場 紅谷パールロード商j苫街

雨天の場合は市民センター

1>定員 350人(抽選〉

1>締め切 り 9月22日(金)必着

圏 往復はがき(1人 l枚)に1500面打
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佐藤昌晴九段

井上国夫八段

鈴木伊佐男七段

金津秀男六段

金秀俊五段

武宮陽光三段

柴田寛二二段

杉本明七段

遠藤悦史六段

久保秀夫五段

矢代久美子三段

高梨聖健七段

銀持丈六段

小山竜吾五段

宮崎志摩子三段

富紅梅初段

※段位は8月1日現在。青字は木谷門下会
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土田正光

小県真樹

酒井真樹

高橋秀夫

祷陽子

王陛任

木谷好美

石樽有B郎九 段

園田泰隆九段

大森泰志七段
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松原大成五段
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九段九段 石田芳夫九段加藤正夫十段大竹英維銘貌本因坊小林光一王

出
場
棋
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(予
定)

S21605S222E誤解10腕

四段

苧電話務以回'&;f!ilfJl<平成12年8月1日現在o内1<1:前月比〉 -世帝 93.585( +31 ) 

五段小林泉美

-人口 253.894(-109) 

六段小林千翼手九段小川誠子党九段小林武宮正樹
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平成12年9月15日

市職員を募集 t 
安一般穆務〈民間企業等職務経験者>(若干名)・・次の①②の要件

をすべて満たす人①昭和35年4月2日-45年4月 l自の聞に生まれ、

大学の謀程を卒業した人、または同程度の学力がある人 ② 民

間企業などで、コンビュータ関係(システム設計やプログラミン

グ 、特にネットワークの訟吾十・運用)または広報・イベント関係の

職務経験が5年以上〈平成12年3月末現在)ある人

安一般夢務〈身体障害者>(若干名)ー;欠の① ~③の要件をすべて

満たす人 ①昭和45年4月2日-58年4月 l自の聞に生まれ、身体

問害者手帳の交付を受けている人② 自力で通勤および職務遂行

が できる人で、活字印刷文による出題に対応できる人②高等学

校卒業程度以上の学力がある人

女保育士(若干名〉 ー昭和50年4月2日-56年4月 1自の聞に生ま才1、

保育士の資格がある人、 または 平 成13年3月までに資格を取得

する見込みの人

*助産婦、栄養士(各1人)ー昭和45年4月2日以降に生まれ、助産婦

または管理栄聾士の資格がある人、または平成13年3月までに

資格を取得する見込みの人

女放射線按師(1人)...昭和45年4月2日以降に生まれ、診療政 射 線

技師の資格がある人、または平成13年3月 に 聾成施設定正どを卒業

する見込みで、資格を取得する見込みの人

*清掃 ・公園・土木等作業員(若干名)...昭和41年4月2日-58年4

月 1日の聞に生まれ、中学校以上を卒業した人※4年制大学以上

を卒業(卒業見込みを含む)した人は受験できません
'フ「

問
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打
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。
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ベ
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さ
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。

※
往
復
は
が
き
以
外
に
、
市
民
セ
ン

タ
ー
で
、
直
接
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
入
場
料
は
八

。応募方法 職員諜(市役所3階 )な ど で お 配 り す る「申込書」、

「自己推薦書JJ受験 票JIこ必要事項を記入し、本人が直接、同

課へお持ちください。申し込み時に面接があります。郵送や

代理人による申し込みはできません

。受け付け期間 9月 18日 (月)-29日(金)の午前8時30分~午後

5時 (正午~午後l時と土 日曜日祝日は除く)

。第1i欠試験日 一般事務:10月 14日(土)午前9時~午 後1時

そのほか ー10月21日 (土)午前9時~午後1時

。問い合わせ先職員課(ft21-8762) 

i 教育委員会職員を募集 l 

三遊亭風楽

まちかどキ.ヤラリー

木 谷 賓 展
「平塚に木谷道場があった」を

テーマに、パネル写真を展示し

ます

1>期間 9月 19日(火)-10月9日
(干兄)

1>場所 安田信託銀行平場dt.庖
穿号表三菱銀行平場ち旬苫、新光

笹券平塚支酒、市民センター

湘
~
パ
ゼ
釣
り
え
会

湘
南
潮
来

(相
模
川

・
馬
入
橋
下

流
)
を
会
場
に
ハ
ゼ
釣
り
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

マ
日
時

9
月
幻
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(
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)
午
前
8
時

1
午
後
2
時

*校務作業員(1人)昭和41年4月2日-58年4月 1日の聞に生まれ、

中学校以上を卒業した人。 ※4年制大学以ょを卒業(卒業見込み

を含む)した人は受験でtきません

仕穆内容 :市立の小中学校ー幼稚園で、運動場の整地や樹木・花

壇の手入れ、校舎内の清掃、施設の維持管理忽どをします

。応募方法 教育総務謀(豊原分庁舎l号館2階)でお配りする「申

込密」に必要事項を記入し、本人が直接、同謀へお持ちくださ

い。申し込み時に面接があります。郵送や代理人による申し

込みはできません

。受け付け期間 9月 18日(月)-29日(金)の午前8時30分~午後

5時 (正午~午後1時とこ仁 ・日曜日・祝日は除く)

。第1i欠試験日 10月21日(土〉午前9時~ 午 後1時

。 問い 合わせ先教育総務諜(ft35-8113)
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、
当
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受
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付
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小
中
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保
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同
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ま
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-・・・ート同盟ーを目撃霊~~芽室ヨE巨~=-.r.，;量証明~.・・・・・
大野子どもの家で、利用者の子どもたちと遊んだり、簡単花王事

務をしたりする「見守る人」を募集(1人)します。

1>対象 大野中学校区内にお住まいの40歳くらいの方

1>勤務日時週2-3日(月2日程度の休日勤務あり)、午前10時 ~

午後5時(小中学校が休みの白は午前9時かう)

じ〉賃金 時給775円

1>応募方法 10月3日(火〉までく必着〉に市販の履歴禽に必要事項

を記入し、青少年諜(〒254ー0041浅間町12-41)へ

1>試験(面接)・説明会 10月12日(木)午後1時30分から青少年会館で

1>問い合わせ先 青少年課(ft32-7029・月隅日休み〉

一人で悩んでいませんか?
くうし'快適メモく連載⑩〉

実験商法の浄水器販売に注意!
ヲ崎公置週間です女

10月 1日-7日は公E
週間です。 i宣言や相続

忽どの相談をお受けし

ます(要予約〉

日時 10月5日(木)午前

10時~午後3時

市民相談室(市

復:戸斤ゆ皆)

国 9月 18日(月)から、

市民活動推進課(内線

2293)へ

各地で無料相談会を開きます。

会場

.特霞社会保蹟相談(市役所1階ホーJレ〉

-日時 10月 10日(火)午前10時~午後4時

・内容 年金-労務管理-労働保険忽ど

・問い合わせ先 市民活動推進課(内線2293)

.無料調 停相談会(ひらつかスカイプラザ)

・日時 10月 11日(水)午後1時-4時

-内容 お金の貸し借り・夫婦のもめごとなど

・問い合わせ先平塚調停協会(2::r3ト {)513)

.特設市民相歓 (須賀公民館)

-日時 10月20日(金)午後1時-4時

・内容 一般・人権・行政・高齢者福祉など

・問い合わせ先 市民活動推進醍(内線2293)

「水質 検査に来ました」と家庭を訪問

し、コップにくfvだ水道水に試薬を入れ、

黄色に変色するのを見せてから、 「との水

はよく忽いですよ」と言って不安をあお

り、浄水器を販売する"実験商法"。

実験に使われる試薬は、水道法に基づ

いて水道水の中に含まれている塩素に反

応するものです。 こういった商法には十

分注意しましょう。

市民活動推進醸(内線2263)l 消 ー : 毎週金曜町叩/一 (市役所1階I
電話 (内線2293)でも相談できます

百
円

(前
売
り
五
百
円
)
で
す

マ
開
演

午
後
2
時

マ
会
場

中
央
公
民
館

。。。
の
の
'
e
a
o
e
G
a
e
Am
m
o
-pa引のの
amo--paaap
a明
apeamn
ea円の
命
令
amGeama
e
a引のの

園

駅前市民窓口センター(MNビlレ10階)では、 土-日曜日や祝日も「住民壊の写しjや f印
鑑登録証明書」を発行しています。また、住民票記載事項証明、年金現況届、母子健

康手帳の交付、公共施訟利用受け付け、戸籍謄本・抄本は後日郵送する予約申請を受

け付けています。1>利用時間 午 前9時~午 後5時(毎月第3日描日と年来年始は休み)

平日は午後8時まで※住民異動居、戸籍届出、印鑑登録の受け付けは市役所本庁のみ

休日でも住民票がとれます
。問い合わせ先駅前市民窓口センター(宮22-1001)



第679号 (1日・ 15日発行)広報ひ5っか回

潮風捕のカもおる悶まちづくり~ 

総合計画の実施計画

原案にご意見を

平
塚
市
で
は
、
現
在
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
指
針
と
な
る
総
合
計

画
の
第
二
次
実
施
計
画

(計
画
期
間

は
平
成
十
三
年
度
1
十
五
年
度
)
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
第
二
次
実
施
計
画
は
、

二
十

一
世
紀
最
初
の
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す

る
計
画
で
、

「潮
風
と
花
の
か
お
る

湘
南
ひ
ら
つ
か
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
て
、
将
来
具
体
的
に
実
施

す
る
施
策
や
肝
殺
を
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
す
。

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
各
公
民
館
で
閲
覧
で
き
る

原
案
を
ご
覧
の
う
え
、
十
月
二
日
(月
)

ま
で
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
原
案
に
か
か
げ
る

「重
点
的

な
取
り
組
み
」
は
次
の
と
お
り
で
す

0

.
重
点
的
な
取
り
組
み

マ
ゆ
と
り
と
ふ
れ
あ
い
の
空
間
づ
く

り

:
相
模
川
馬
入
地
区
へ
の
公
園
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
整
備
に
よ
る

水
辺
の
拠
点
整
備
や
、
見
附
台
周
辺

地
区
総
合
整
備
の
基
本
構
想
を
策
定

す
る
な
ど
、
ゆ
と
り
と
ふ
れ
あ
い
の

空
間
づ
く
り
に
向
け
た
都
市
基
盤
の

整
備
を
進
め
ま
す

マ
環
境
共
生
・
尭
信
都
市
の
推
進
・:

市
民
と
行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
環

境
基
本
計
画
の
推
進
や
、
循
環
型
社

会
を
め
、ざ

し
た
資
源
化
セ
ン
タ
ー
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
獲
備
な
ど
に
よ

り
、
環
境
共
生

・
発
信
都
市
を
推
進

し
ま
す

マ
災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

.
・
・
災
害
時
の
安
全
や
迅
速
な
対
応
に

問
問
且
品
部
@

レポー タ一

大和田浩芳さん

シドニーオリンピック女子ソフトポール

日本代表・l蹄鵡選手(平塚市出身)
シドニーオリンピックでメダル獲得が期待されて

いる女子ソフトボールに、平塚市出身の小林良美選手

(外野手)が出場します。小林選手は 「必ずメダルを

持ってきます」 と力強く語ってくれました。

平
塚
市
出
身
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

・
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

日
本
代
表
選
手
の
小
林
良
美
さ
ん
。

「一

番
上
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

た
め
、
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
頑

張
り
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
て
く

れ
た
彼
女
を
訪
ね
た
の
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
目
前
に
迫
っ
た

八
月
二
十
八
日
で
し
た
。

こ
の
日
は
、
静
岡
県
・
天
城
湯

ケ
島
町
の
新
天
城
ド
1
ム
で
、
シ

ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
戦
の
対

戦
国
・
キ
ュ
ー
バ
と
の
親
善
試
合

が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
、

一一一
対

O
で
日
本
代
表

の
勝
利
。
小
林
選
手
は
七
番
ラ
イ

ト
で
出
場
し
、
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト

で
出
塁
す
る
な
ど
の
活
蹴
で
し
た
。

小
林
選
手
は
、
現
在
、
群
馬
県

高
崎
市
の
目
立
高
崎
で
外
野
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
親
元

を
離
れ
て
の
寮
生
活
だ
そ
う
で
す
。

備
え
、
防
災
・
消
防
関
連
の
施
設

・

機
器
の
設
備
や
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム

の
整
備
な
ど
を
行
い
、
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す

マ
市
民
活
動
が
盛
ん
な
ま
ち
.つく
り

:・市
民
と
協
働
の
も
と
、
市
民
活
動

推
進
の
仕
組
み
づ
く
り
や
市
民
活
動

拠
点
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
民
・

行
政
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、
市
民
活
動
が
盛
ん
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す

-
応
募
方
法

-
E
メ
l
ル

(F-E↑
門
担
}
内
己
⑥
ヨ
白
・
∞

g・

=
m
E
2
U
)
 

4主
所

最
香
芝

Tカ《
白f寸
Ot-t-
賛る
Yれ

・*号可ー

十
月

一
日
か
ら
、
同

一
住
所
の
建

物
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
枝
番

号
が
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

(例
)

一
丁
目
1
番
1
号
↓

一
丁
目

1
番
1
1
2
号

マ
対
象

住
居
表
示
実
施
区
域
内
(
住

所
を

O
番

O
号
と
表
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
)
の
建
物

マ
申
請
方
法
叩
月
2
日
(月
)
か
ら

都
市
整
備
課
(
市
役
所
4
階
)
で
受
け

付
け
ま
す
。
右
下
表
参
照

※
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

建
物
の
所
十何
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
変
更
後
、
種
々
の
住
所
変
更

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
夢
が
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
自
信
に
満
ち

た
明
る
い
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

小
学
生
の
時
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
始
め
、
平
塚
商
業
高
校
で
は
、

全
国
制
覇
と
い
っ
た
輝
か
し
い
笑

積
を
残
し
た
彼
女
で
す
が
、
四
年

前
の
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
附
れ
舞
台
を
踏
め
ず
、
涙
を

流
し
た
苦
労
人
で
も
あ
り
ま
す
。

「
今
度
こ
そ
夢
を
現
実
へ
」
の

頑
張
り
が
笑
を
結
び
、
日
本
代
表

選
手
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
、
喜
び

も
ひ
と
し
お
の
彼
女
で
す
が
、
さ

ら
な
る
夢
へ
の
実
現
に
向
か
っ
て

の
怒
気
込
み
を
感
じ
と
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

小
林
選
手
の
ご
健
闘
と
セ
ン
タ

ー
ボ
l
ル
に
日
の
丸
が
あ
が
る
こ

と
を
祈
念
し
、
九
月
十
七
日
の
キ

ュ
ー
バ
と
の
初
戦
を
み
ん
な
で
応

援
し
ま
し
ょ
う

1

9

な
ど
に
か
か
る
諸
経
費
は
申
請
者
負

担
に
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

都
市
整
備
課

(内
線
2
6
0
2
)
へ。

-
市
長
へ
の
手
紙

(
郵
送
料
市
負
担

の
手
紙
、
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
)

・
な
で
し
こ
フ
ァ
ク
ス

(送
信
料
市

負
担
の
フ
ァ
ク
ス
、

0
1
2
0
1
7

0
4
5
8
9
)
 

-
問
い
合
わ
せ
先

|
8
7
6
0
)
 

企
画
課

(宮
幻

環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の
排
出
ガ
ス

と
大
神
・
田
村
地
区
の
土
壌
中
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
を
制
査
し
た
結
果
、

次
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
基
準
値
を

下
回
り
ま
し
た
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
ご
み
を
焼

却
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
生
し
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
ど

う
ぞ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

環
境
事
業
セ

軍司
環境事業センター単位:(ng-TEQ/Nm3) 

炉 | 測定値 | 採取日

1号炉 I 0.93 I 平成12年5月30日

2号炉 I 0.53 I 平成12年5月30日

3号炉 I 0.75 I 平成12年6月28日
※基準値:80ng-TEQ/Nm3 (平成14年12月1日からは
1 ng-TEQ/Nm3

) 

ン
タ
l
(古

田
1
6
6
1
5)
へ
。

.
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
の
排
出
ガ
ス

間
査
の
結
果
、
表
1
の
と
お
り
、

平
成
十
四
年
十
二
月

一
日
か
ら
既
設

炉
に
対
し
て
規
制
さ
れ
る
排
ガ
ス
の

基
準
値
を
下
回
り
ま
し
た
。

A'大
神
・
田
村
の
土
壇
中

鯛
査
の
結
来
、
表
2
の
と
お
り
、

土
壊
中
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
環
境
基
準
値
を
下
回
り
ま
し
た
。

直宮
大神・田村地区単位:(pg-TEQ/g ) 

場 所 |測定値 目

大神北公園 I 17 

軟式庭球場駐車場 I64 
田村第1公園 I 12 

※環境基準値:1 ，OOOpg-TEQ/g 

1ng(ナノグラム)は10億分の19、1pg(ピコグラム)は1兆分の19

採取日

平成12年5月29日

平成12年5月29日

平成12年5月29日

設ままな悦ヒ{自転車教塞j聞きます
平塚競輪場で、自転車に祭れない女性と小学生を対象に「自転車教室」を聞

きます。お申し込みは、 9月22日(金)までに電話または、はがきに住所、氏名、

年齢、電話番号、身長、を配入し、 平壊競輪場自転車教室係(干254-0801久領

堤5-1)へ。

・女性教室

c>日程 10月8日(目)• 9日(祝)の2日間

c>時間 午 前9時30分~午 後4時
c>対 象 市内にお住まいの中学生以上の女性

c>定員 20人(抽選) c>参加費 2.000円
ー小学生教室

c>日平皇 10月9日付兄)

c>時間 午 前10時30分~午後3時30分
c>対象 市内にお住まいの小学生

c>定 員 10人(抽選) c>参加 費 1.000円
国 平壌競輪場(宮21-3935)

't::=Iヲ.~ヂ~

i主A日K直N沼信』曲演笥器昌
ケ ー ブ ルテレ ビ(2チャンネlレ)で放

送中の市民体験型番組iTAIKEN通信J
の出演者を募集します

c>番組内容 21世 紀を担う若い人たち

に福祉・環境 ・防災などをテーマに

様々芯体験をしていただき、その姿

を伝えます。(放送例..ー街のごみを拾

おう、レスキュー 体 験 、 ペ ッ ト ボ ト ル を リ サイクル、ホームへJレjて一

体験、酪農体験)※体験内容は、収録前に出演者にお知らせします

1>応募資格市内にお住まい、通学の18歳~30歳の方(高校生は除く)

1>応♂事方法 市販 の 履 歴 書 に 応 募 動 機 を 記 入し、広報広聴課(干254-

8686浅間町9-1)へ。 随時受け付けます

1>募 集人 数 若平名(選考) 広報広聴課(含21-8761) 困

駐車違反は、犯罪です。違法駐車をした寧は、交通事故を起こす原因

になったり、一分一秒を争う消火-救急活動の妨げになったりします。

「もしも自分が迷惑を受ける立場になったら ー」と考え、違法駐車の

ない、安全でスムーズ芯交通環境をつくりましょう。
駐車違反は、犯罪です。

EffJ~・悶:U:.IIr.割当苦言留期連諸民副~:開・芯UlliëDDll~慎重哀を温・F.!I'標高E



回平成12年9月15日
電話23・11 1 1・35・11 1 1 平壊市役所

保険瓦¥

関
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
納
付
が

m月
か
ら
始
ま
り
ま
す

介
護
保
険
の
財
源
は
、
利
用
者
の
負

担
を
除
い
た
分
の
半
分
を
公
費

(
税
金
)

で
、
残
り
半
分
を
み
な
さ
ん
の
保
険
料

で
賄
い
ま
す

(右
下
図
参
照
)
。

保
険
料
は
、
介
髄
を
必
要
と
し
て
い

る
方
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
、
サ
ー
ビ

ス
が
ど
れ
く
ら
い
利
用
さ
れ
る
か
な
ど

に
よ
っ
て
、
市
町
村
ご
と
に
決
め
ら
れ

ま
す
。
平
塚
市
の
六
十
五
歳
以
上
の
方

の
保
険
料
は
、
下
表
の
と
お
り
、
個
人

の
所
得
状
況
に
応
じ
て
五
段
階
に
設
定

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
年
十
月
か

ら
来
年
九
月
ま
で
は
、
国
の
特
別
対
策

に
よ
っ
て
保
険
料
が
半
額
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
六
十
五
歳
以
よ
の
方
の

一
人

一
人
の
保
険
料
額
は
、
九
月
二
十
日
ご

ろ
に
郵
使
で
通
知
し
ま
す
。

※
川
叩
歳

sum成
の
方
は
、
す
で
に
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
ご
と
に
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
健
康
保
険
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
健
康
保
険
組
合
や
社
会
保
険

事
務
所
な
ど
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

保
険
料
の
納
め
方
は

平
成
十
二
年
度
は
十
月
、
十
二
月、

二
月
の
三
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二

か
月
分
の
保
険
料
を
天
引
き
し
ま
す
。

た
だ
し
、
昭
和
六
十

一
年
以
降
に
年

金
を
受
け
始
め
た
方
は
、
老
齢
基
礎
年

註
つ
れ
予
戸
寸
良
こ
K
3
E
T
。
主
と
、

介護保険の財源

「
I
l
l
1
11
i
l
l
'

聾
者
正

調
齢
是

が
高
を

度
て
差

程
し
格

%
と
料

5
金
険
す

ち
付
保
ま

う
交
の
し

65歳以上の
方の保険料

17% 

-平塚市の65歳以上の方の保険料・

本来の
平成12年度 (減額後)

所得
所得状況 年間保険料段 階 年間保険料 月平均目安

生活保護を受けている方。または、

第 1世帯全員が市民税非課税で、かつ 17，100円 4，275円 約713円

老齢福祉年金を受けている方

第 2世帯全員が市民税非課税の方 25，650円 6，413円 約1，069円

第 3本人が市民税非課税の方 34，200円 8，550円 約1，425円

第 4
市民税課税で合計所得金額が

42，750円 10，688円 約1，781円
250万円未満の方

第 5
市民税課税で合計所得金額が

51，300円 12，825円 約2，138円
250万円以上の方

行
く
の
が
大
変
だ
と
い
う
方
は
、
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替

の
用
紙
は
市
役
所
の
ほ
か
、
各
金
融
機

勾
こ
目
立

J
C
』り
?ま
「
。

40歳以上
65歳未満
の方の
保険料
33% 

※老齢福祉年金とは、明治44年4月1日以前に生まれ、国民年金に加入できなかった
方などで、所得が一定以下の方に支給される年金です

来年9月まで、65歳以上の方の保険料は減額されます
都道府県
の負担金
12.5% 

+ 

平成13年10月分以降は
全額を納めます

同
月

圃

nu

平成12年10月分-13年9月
分は半額を納めます

同
月

AMY 

l
-
--
A
同
月。。ー

平成12年4月分 :
-9月分は徴収 :

されません | 
圃司.. 10月

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利用者負担(費用の1割)14年4月
ー-・ー-圃・ーー圃・ー

子育て支援センター
(須賀保育園 2階)

2・FAX21-7639
0子育ての椙談 ・情報提供

毎週月~金曜日9時30分~

16時(第3月曜日午後除く)

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

236-6013 
く〉来所 毎週月~金曜日10時

~17時

く〉電話 毎週月~土曜日 9時

-17時(第24土曜日を除く)

青少年相談室
(市民センター2階)

234-7311 
。青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日10時-17時
ゐゐで"'..ゐ'"し

く〉ヤングテレホンn33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時)~18時30分

宝平窓駅

子育て支媛
センター
・園田・・・・・・・

国道134号

介
護
保
険
制
度
は
、
お
年
寄
り
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い

く
新
し
い
社
会
保
障
制
度
で
、
四
十
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
が
加
入

者
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
始
ま
っ
て
半
年
が
た
ち
、
十
月
か
う

は
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
も
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
や
、
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

館
央
民

中
公錦

口
刷
、子

ど
も
教
育

園

-

網
桜
セ
ン
タ
ー
.

人ア

民
ン

市
セ

T中央地下道

健康相談
(保健センター)

n34-0311 

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時30分-16時

く〉電話 毎週月~金曜日10時

-16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日 9ß寺30分~10時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

8.FAX32-2738 
0子どもの発達・発育の相談

・毎週月・水・金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

233-2333 
0専門(法律、要予約)10月12

日(木)10時-12時

。生活支援 毎週月~金曜日

8時30分-17時

。ボランティア 毎週月~金

綴日 8 時30分~17時

く〉母子・家庭児童 毎週月~

金曜日 9時-16時

。婦人 10月12日(木)10時~

15時

-12時30分

。建築設計・耐震・バリアフリー

9月18日(月)13時~16時

。高年齢者職業 9月19日

(火)、 10月3日(火)、 10日

(火)9時-12時

。許認可各種届出

(火)13時-16時

。一般市民 毎週月~金曜日

9時-16時

福祉会館

9月26日

保健福祉総合相談
(市役所 l階)

221-8779 
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分-17時

10月

毎週金曜日9時

市民相談室
(市役所 1階)

823-1111内線.2293
く〉人権 9月19日(火)、 10月

3日(火)13時-16時

く〉行政 10月3日(火)、 11月

7日(火)13時-16時

。一般法律(予約制) 毎週水

曜日と毎月第4木曜日(9月

28日)13時-16時

く〉畳記・供託・測量 10月13日

(金)13時-16時

。住宅新改築 9月19日(火)、

10月17日(火)13時-16時

く〉発明・考案・特許 11月13日

(月)10時-15時

。労働 10月12日(木)、11月9

日(木)13時-16時

く〉下請け取り引き 9月21日

(木)13時30分-16時

o年金・社会保障・労災

10日(火)10時-15時

。消費生活 毎週金曜日 9時

-16時

。手話案内

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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新たな
社会保障の
幕開け

さ
ら
に
、
年
度
内
に
六
十
五
歳
に
な
っ

た
場
合
や
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

場
合
な
ど
も
天
引
き
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

一
年
金
が
年
額
四
万
円
未
満
の
方

一

一
は
納
付
書
に
よ
る
金
融
機
関
へ
一

一
の
納
付
(
ま
た
は
口
座
娠
替
)
一

平
成
十
二
年
度
は
、
十
月
か
ら
三
月

ま
で
の
六
回
に
分
け
て
、
市
が
定
め
る

金
融
機
関
に
納
付
牲
に
よ
っ
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
納
め
に

ま用ー
す が :
の 制
で限
、さ

こ7オ1
1主た
意り
くす B

だる
さこ
u、と

o :6' 
あ ・
り

こ
ん
な
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

保
険
料
の
納
付
に
あ
た
っ
て
、
災
答

な
ど
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
り
、
生
計

中
心
者
が
入
院
し
た
り
し
て
、
生
計
が

著
し
く
困
難
に
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、

徴
収
の
猶
予
や
減
免
の
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

平
塚
市
で
は
七
月
末
現
在
で
、

三
千

五
百
六
十

一
人
の
方
が
認
定
を
受
け
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
市
へ
申
出
し
て
、
「
要
介
護
」
ま
た

は

「婆
支
援
」
の
認
定
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
申
間
は
本
人
、
家
族
の
ほ
か
、

指
定
さ
れ
た
事
提
者
な
ど
に
代
行
を
依

頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
で
は
申
悶
を
受
け
た
あ
と
、
ま
ず

本
人
(
申
問
者
)
の
状
態
を
間
査
し
ま

す
。
こ
の
鯛
査
結
来
に
基
づ
く

一
次
判

定
や
、
主
治
医
の
意
見
舎
な
ど
を
も
と

在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
は
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
に
所
属
す
る
介
護
支
媛

専
門
員
(ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
に
依
頼
し
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

施
設
入
所
希
望
の
方
は
、
直
接
施
設
ヘ

「
認
定
の
有
効
期
間
満
了
前
に
更
新
の
申
請
が
必
要
で
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
順

認定申請

ι 
認定調査

ι 
審査判定

" ι 
A全国大会出場選手が吉野稜威縫市長を訪問

中
学
校
体
育
連
盟
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

や
県
大
会
で
、
平
塚
市
の
中
学
生
が
大

活
躍
。

関
東
大
会
へ
八
競
技

・
七
十
三

人
が
、
全
国
大
会
へ
四
競
技
・
十
三
人

が
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
(
九
州
で
開
催
)
へ
出
場

し
た
選
手
、
種
目
、
結
果
は
次
の
と
お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

マ
金
旭
中
学
校
男
子
剣
道
部
(
大
久
保

航
、
緒
方
陽
介
、
労
賀
大
旗
、
猪
俣

市
仰
樹
、
須
藤
将
大
、
白
井
賞
大
、
中

村
浩
輔
)

男
子
団
体
戦
ペ
ス
ト
日

マ
小
堀
優
加

(金
旭
中
学
校
)
剣
道

女
子
個
人
選

2
回
戦
進
出

介護サービスの利用

マ
舛
水
朔
兵
(
大
野
中
学
校
)

柔
道

個
人
戦
目

J
M，級
ベ
ス
ト
日

マ
永
田
研
治

(中
原
中
学
校
)
陸
上

男
子
八
百
れ
全
体
順
位
9
位

マ
高
山
典
子

(山
城
中
学
校
)
陸
上

女
子
千
五
百
計
決
勝
4
位

に
、
介
護
認
定
審
査
会
で
、
ど
の
程
度

の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
を
六
段
階
に
分

け
て
判
定
し
ま
す
。
認
定
は
申
請
か
ら

三
十
日
以
内
に
行
わ
れ
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
計
画
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
は
、
保
健
、

医
療
、
相
祉
に
わ

た
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
利
用
者
が
選
べ
ま

す
の
で
、
介
捜
文
按
専
門

μ
(ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
と
相
談
し
、
本
人
の
状

態
に
あ
っ
た
計
画
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
つ
い
て
の

相
談
や
、
計
画
の
作
成
に
は
、
利
用
者

の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
認

定
さ
れ
た
方
に
は
、
生
活
支
様
、
介
護

予
防
な
ど
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
高
齢
福
祉

・
介
護
保
険
諜
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

認
定
の
更
新
を

忘
れ
ず
に

「袈
介
護
」

「
袈
支
援
」
認
定
に
は

有
効
期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
荷
効
期

聞
が
切
れ
る
前
に
更
新
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

更
新
時
期
は
介
護
保
険
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
申
請
は
、
有
効
期
間
満
了
日
の
六

十
目
前
か
ら
市
で
受
け
付
け
ま
す
。

マ
及
川
町
樹
(
山
城
中
学
校
)

水
泳

男
子
百
幻
自
由
形

8
位
、
同
二
百

幻
自
由
形

7
位

マ
山
口
マ
ボ
ロ
ベ
ネ
デ
イ
ツ
ク

(神
明

中
学
校
)

陸
上
男
子
三
千

計

予

選
1
組
叩
着

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

一i
ヘ
平
塚
か
ら

飛
び
立
つ
選
手
た
ち

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
平
塚
市
塚
海
岸
の
ピ
1
チ
パ

l
ク
で
練
習
。

出
身
、
在
住
の
四
選
手
が
日
本
代
表
と
ペ
ア
を
組
む
の
は
佐
伯
美
香
選
手

し
て
出
場
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
戸
援
マ
柔
道
男
子
百
J
す
級

井

上

康

生

く
だ
さ
い
。

(

敬
称
略
)

(

平
壕
市
在
住

・
宮
崎
県
出
身
)
束

マ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
小
林
良
英
(平

海

大

学

4
年
生
。
昨
年
の
世
界
選
手

塚
市
出
身
)
平
塚
商
諜
高
校
出
身
。

権
で
優
勝

3
閣
の
市
民
豆
ル

ポ

で

も

紹

介

マ

陸

上

男

子

ニ一
白
計
末
績
悦
吾

(平

マ
ピ
l
チ
パ
レ
l
女

子

高

橋

有

紀

子

塚

市

在

住

・

熊

本

県

出

身
)
東
海
大

(
平
塚
市
在
住

・
長
野
県
出
身

)

平

学

2
年
生

シ
ド
-

A' A' 
A

・A' a' A' A' A' A' 
A

マA' A' -A' 
av 

• 
-

A

マA' A' A' A' A' a' 
A

マA' A' a' A' "A'a'a'a'AZ--AZ-a'a'agAZ--AZ--A'a'a

，. 

A
V
 -a' A' A' a' A' a' A' A' 

A

マA' a' A' A' A' A' A' av 
av -
• 

企
V

• 
A

・-a' a' A' 
※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

い
い
子
の
つ
ら
さ

子
ど
も
の
気
持
ち
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と

き
、
お
母
さ
ん
方
は

「育
て
や
す
い
と
思
っ
て

接
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
子
の
成
長
に
と
っ

て
い
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
」
と
、
自
信
を
な
く

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

い
い
子
と
は
、
親
の
期
待
に
こ
た
え
る
力
を

持
っ
て
い
る
子
と
い
え
ま
す
。
親
や
周
り
の
人

の
気
持
ち
を
察
す
る
感
受
性
の
鋭
さ
や
、
税
の

手
を
わ
ず
ら
わ
さ
な
く
て
も
十
分
に
力
を
発
抑

で
き
る
子
な
の
で
す
。
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
、
と
き
に
は
子
ど
も
特
祈
の
万
能
感
を
持
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

お
年
寄
り
の
転
倒
を
予
防

お
年
寄
り
に
と
っ
て
は
転

倒
が
、
大
き
な
け
が
や
骨
折

に
直
結
し
か
ね
ま
せ
ん
。
特

に
什
折
は
身
体
機
能
を
低
下

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
機
能

回
線
に
時
間
が
掛
か
か
る
こ

と
も
あ
り
、

「寝
た
き
り
」
に

陥
り
や
す
い
疾
患
の

一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
転
倒
は
、
家

に
い
る
時
間
が
長
い
こ
と
も

あ
り
、
家
の
中
で

「滑
っ
た
」

「
ふ
ら
つ
い
た
」

「
つ
ま
づ
い

た
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た

原
因
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の

が
特
徴
で
す
。
家
の
中
で
も
、

浴
室
の
床
、
位
、
ヵ
l
ペ
ツ

h
M

・"、
・v
-』

『

'

F

-FJ
句

A

n
u
-
-円
/
」

n
u
t
-'マJ
nU
A『
広

d
n
O
Q
U

宮
(引

)8
7
6
1

そ
の
子
へ
の
期
待
は
増
し
、
子
ど
も
も
そ
れ
に

こ
た
え
よ
う
と
碩
張
り
ま
す
。
そ
の
負
担
が
大

き
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
子
ど
も
は
、

も
う
い
い
子
に
は
疲
れ
て
し
ま
い
、
息
切
れ
状

態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
い
子
で
行
っ
た
子
ど
も
は
、
自

分
の
開
き
を
外
に
出
し
に
く
く
、
心
の
危
機
を

周
り
に
訴
え
に
く
い
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
い

い
子
で
い
な
い
と
親
か
ら
認
め
て
も
ら
え
な
い

と
思
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。

小
さ
な
失
敗
を
気
に
し
す
ぎ
た
り
、
自
分
の

こ
と
が
好
き
か
と
何
度
も
愛
情
を
確
か
め
て
き

た
り
、
甘
え
が
出
て
き
た
り
し
た
ら
、
「
今
ま
で

頑
張
ら
せ
す
ぎ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
見

方
を
変
え
て
、
そ
の
子
の
求
め
に
応
じ
て
、
の

ん
び
り
楽
し
く
過
ご
せ
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

臼
分
が
親
か
ら
愛
さ
れ
、
守
ら
れ
て
い
る
と

再
雌
認
で
き
た
と
き
、
子
ど
も
は
安
心
し
て
自

分
の
弱
さ
や
背
し
み
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
気

持
ち
が
楽
に
な
る
の
で
す
。

av子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

娯
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

中
の
危
険
な
箇
所
を
点
検
し
、

滑
り
や
す
い
所
や
、
つ
ま
ず

き
ゃ
す
い
所
は
専
門
家
に
相

談
す
る
な
ど
し
て
、
段
差
を

解
消
し
た
り
手
す
り
を
設
置

し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

転
ば
な
い
た
め
に
体
力
や
足

腰
の
力
を
つ
け
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

住
環
境
の
整
備
や
体
力
の

向
上
に
よ
り
、
ま
ず
は
転
倒

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

。。

※
建
築
設
計

・
耐
震
・
バ
リ

ア
フ
リ
l
相
談
も
ご
利
用

く
だ
さ
い

:
毎
月
第
3
月

曜
日
、
午
後
1
時
4
3
4
時、

市
役
所
1
階
市
民
相
談
室

(
4
面
市
民
相
談
参
照
)

ト
の
よ
う
な
同

一
平
面
上
や
、

階
段
な
ど
が
、
特
に
転
倒
し

や
す
い
場
所
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

き
て
、
骨
折
を
予
防
す
る

に
は
、
骨
密
度
を
噌
加
さ
せ

る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
転

倒
を
防
ぐ
方
が
よ
り
効
m端
的

で
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
家
の

健
康
な
ん
で
も
相
談

健
康
に
つ
い
て
買
に
忽
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
あ
な
た
の
疑
問
に
、
保
健
婦
と
栄
聾
士

が
お
答
え
し
ま
す
。
(
予
約
制
)

マ
日
時

9
月
引
日
(
木
)
午
前
9
時
却
分
i
n時

マ
会
場
・
申
し
込
み
先
保
健
セ
ン
タ
ー
〈
4
面

「
市
民
相
笹
欄
惨
懸
念
(
剖
)
0
3
1
1

夕方の 「愛の鐘」 は、10月 1日から3月31日まで

午 後4時30分に鳴らします。く4月 1日か59月30日
までは午後5時30分 に鴫うします。〉

10月1日かsr愛の鐘Jは4時30分に
国 広報広聴課 (ft21・8761)
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